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革
マ
ル
派
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
総
連
及
び
Ｊ
Ｒ
東
労
組
へ
の
浸
透
に
関
す
る
質
問
主
意
書

警
察
庁
は
、
本
年
二
月
、
広
報
誌
『
焦
点

第
二
百
七
十
八
号

平
成
二
十
一
年
の
警
備
情
勢
を
顧
み
て
〜
回
顧
と
展

望
〜
』
を
発
行
し
、
「
現
在
の
社
会
経
済
情
勢
を
好
機
と
と
ら
え
、
労
働
運
動
等
へ
の
介
入
を
強
め
た
過
激
派
」
の
動
向
に
警

鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
革
マ
ル
派
に
関
し
て
は
、
「
非
正
規
労
働
者
等
の
組
織
化
に
取
り
組
む
な
ど
、
労
働
運
動
に
介
入
」
し
て
お

り
、
「
革
マ
ル
派
が
相
当
浸
透
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
Ｊ
Ｒ
総
連
及
び
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
組
合
員
を
大
量
動
員
し
、
Ｊ
Ｒ
東
労

組
の
組
合
員
ら
に
よ
る
組
合
脱
退
及
び
退
職
強
要
事
件
に
対
す
る
支
援
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
（
平
成
二
十
一
年
）
六
月

五
日
、
一
審
有
罪
判
決
に
対
す
る
被
告
人
の
控
訴
は
棄
却
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
組
合
は
、
そ
れ
以
降
も
『
不
当
判
決
』

な
ど
と
訴
え
る
集
会
に
取
り
組
み
、
組
織
の
引
締
め
を
図
り
ま
し
た
」
と
し
て
い
る
。
警
察
庁
は
、
革
マ
ル
派
の
労
働
組
合
に

対
す
る
介
入
工
作
、
と
り
わ
け
Ｊ
Ｒ
総
連
へ
の
浸
透
に
つ
い
て
、
平
成
十
一
年
以
降
の
『
焦
点
』
に
お
い
て
、
繰
り
返
し
指
摘

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

政
府
に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
と
い
う
公
共
交
通
機
関
の
労
働
組
合
に
、
過
激
派
・
革
マ
ル
派
が
浸
透
し
て
い
る
事
態
を
看
過
す

る
こ
と
な
く
、
国
の
治
安
維
持
の
た
め
に
取
り
組
み
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

一



以
上
の
認
識
に
立
ち
、
以
下
質
問
す
る
。

一

平
成
十
一
年
版
警
察
庁
出
版
の
広
報
誌
『
焦
点
』
と
い
う
冊
子
に
、
革
マ
ル
派
は
、
「
平
和
で
自
由
な
民
主
主
義
社
会
を

暴
力
で
破
壊
、
転
覆
し
よ
う
と
企
て
て
い
る
反
社
会
的
な
集
団
で
あ
り
、
治
安
を
脅
か
す
要
因
と
な
っ
て
い
る
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
革
マ
ル
派
の
社
会
的
な
危
険
性
と
、
Ｊ
Ｒ
総
連
・
Ｊ
Ｒ
東
労
組
を
は
じ
め
と
す
る
Ｊ
Ｒ
の
労
働
組
合
へ
の
浸
透
と

影
響
力
行
使
の
実
態
及
び
そ
の
目
的
に
つ
い
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

Ｊ
Ｒ
総
連
・
Ｊ
Ｒ
東
労
組
に
は
、
現
在
も
革
マ
ル
派
が
相
当
浸
透
し
、
同
派
幹
部
が
多
数
存
在
し
て
い
る
と
み
て
よ
い

か
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
委
員
長
や
会
長
を
歴
任
し
た
松
嵜
明
氏
は
、
現
在
も
革
マ
ル
派
最
高
幹
部
で
あ
る
と
み
て
よ
い

か
。

三

革
マ
ル
派
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
十
二
月
十
九
日
の
伴
野
豊
議
員
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
政
府
の
答
弁
書
（
内
閣

衆
質
一
六
五
第
二
二
八
号
）
に
よ
れ
ば
「
全
日
本
鉄
道
労
働
組
合
総
連
合
会
及
び
Ｊ
Ｒ
東
労
組
と
い
う
公
共
交
通
機
関
の
労

働
組
合
に
お
け
る
革
マ
ル
派
の
動
向
に
つ
い
て
、
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
の
観
点
か
ら
重
大
な
関
心
を
払
う
こ
と
と
し

て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
る
が
、
今
後
想
定
さ
れ
る
革
マ
ル
派
の
活
動
及
び
危
険
性
に
つ
い
て
の
警
察
の
認
識
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

二



四

警
察
庁
出
版
の
『
平
成
二
十
一
年
の
警
備
情
勢
を
顧
み
て
』
に
よ
れ
ば
、
「
革
マ
ル
派
が
相
当
浸
透
し
て
い
る
と
み
ら
れ

る
Ｊ
Ｒ
総
連
及
び
Ｊ
Ｒ
東
労
組
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
見
解
は
今
で
も
変
わ
ら
な
い
か
。

五

警
視
庁
が
平
成
二
十
年
三
月
十
八
日
に
東
京
地
方
検
察
庁
に
送
致
し
た
、
Ｊ
Ｒ
総
連
の
関
連
団
体
で
あ
る
日
本
鉄
道
福
祉

事
業
協
会
の
元
理
事
長
に
か
か
わ
る
業
務
上
横
領
被
疑
事
件
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
前
述
の
業
務
上
横
領
被
疑
事
件
に
関
し
平
成
十
九
年
二
月
に
警
察
が
行
っ
た
捜
索
や
差
し
押
さ
え
に
つ
い
て
、
前

記
松
嵜
明
氏
ら
は
東
京
都
と
国
を
被
告
と
し
て
賠
償
等
請
求
訴
訟
を
提
起
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
当
該
事
件
に
か
か
わ
る

捜
索
及
び
差
し
押
さ
え
の
実
態
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

革
マ
ル
派
組
織
が
将
来
的
に
国
政
の
場
へ
の
浸
透
を
企
図
す
る
動
き
や
懸
念
は
あ
る
の
か
、
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

三


